
科
学
者
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

　

谷
池
研
究
室
が
目
指
す
の
は
、
社
会
に

役
立
つ
材
料
の
開
発
を
最
小
投
資
（
人
・

資
源
・
時
間
）
で
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

世
界
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
食

料
・
水
不
足
な
ど
人
類
存
続
に
係
る
問
題

が
山
積
み
さ
れ
、
科
学
者
は
そ
の
解
決
に

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
す
。
日

本
も
資
源
無
き
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高

齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
縮
小
な
ど

の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
持
続
的
な
成
長

と
国
際
貢
献
の
術
を
探
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
。
こ
う
し
た
現
状
を
前
に
、
世
界
的

な
問
題
の
打
開
を
日
本
に
お
い
て
実
現
し

た
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
材
料
設
計
に
は
、
仮
説
を
検
証

す
る
実
験
に
膨
大
な
時
間
と
マ
ン
パ
ワ
ー

を
浪
費
し
て
き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
、

探
索
・
学
習
・
予
測
と
い
う
三
つ
の
方
法

論
を
駆
使
し
た
、
新
た
な
マ
テ
リ
ア
ル
サ

イ
エ
ン
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

探
索
・
学
習
・
予
測
を
相
乗
的
に
実
践

　

マ
テ
リ
ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
、
様
々

な
元
素
や
物
質
の
最
適
な
組
合
せ
や
最
適

な
プ
ロ
セ
ス
を
発
見
し
、
優
れ
た
材
料
を

創
製
す
る
こ
と
が
目
標
の
一
つ
で
す
。
私

た
ち
の
「
探
索
」
は
、
膨
大
な
候
補
材
料

の
検
証
に
「
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
実
験
」

を
用
い
ま
す
。
実
験
の
回
転
数
（
ス
ル
ー

プ
ッ
ト
）
を
飛
躍
的
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、

自
動
化
・
並
列
化
さ
れ
た
実
験
装
置
を
自

ら
設
計
し
、
例
え
ば
、
1
日
に
４
０
０
０

点
も
の
検
証
実
験
を
実
現
し
ま
し
た
。
ス

ル
ー
プ
ッ
ト
の
最
大
化
に
よ
り
、
専
ら
思

考
や
情
報
収
集
に
時
間
を
使
う
と
い
う
研

究
ス
タ
イ
ル
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
実
験
で
は
、
大
量

の
材
料
と
と
も
に
、
各
材
料
の
合
成
条
件
、

構
造
、
性
能
と
い
う
大
量
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
ま
す
。
材
料
性
能
は
数
多
く
の
構
造
因

子
が
複
雑
に
関
わ
っ
た
結
果
で
あ
り
、
そ

う
し
た
構
造
性
能
相
関
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
大
量
デ
ー
タ
の
解
析
に
機
械
学
習

を
用
い
ま
す
。
デ
ー
タ
か
ら
「
学
習
」
し

た
知
見
は
、
続
く
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
実

験
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
新
し
い
高
性

能
材
料
を
「
予
測
」
す
る
こ
と
は
、
計
算

科
学
の
最
た
る
目
標
と
い
え
ま
す
。
私
た

ち
は
、
実
験
と
計
算
科
学
を
相
互
支
援
的

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
数
多
く
の
実

験
結
果
を
再
現
で
き
る
高
精
度
な
分
子
モ

デ
ル
を
提
案
し
、in-silico

材
料
設
計
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
今
、
注
目
を
集
め
る
マ
テ
リ
ア
ル
ズ

イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
で
は
デ
ー
タ
の
質

と
量
が
重
要
で
す
が
、
材
料
科
学
研
究
の

実
験
デ
ー
タ
は
非
常
に
少
な
い
。
例
え
ば
、

あ
る
触
媒
反
応
に
関
す
る
30
年
分
の
論
文

を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
触
媒
の
調
製
法
や

評
価
条
件
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
機
械
学

習
に
必
要
な
デ
ー
タ
数
と
し
て
は
全
く
足

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
、
ハ
イ

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
実
験
と
、
そ
の
実
験
か
ら

均
質
な
条
件
下
で
自
家
生
成
さ
れ
る
大
量

デ
ー
タ
は
、
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
イ
ン
フ
ォ
マ

テ
ィ
ク
ス
に
有
益
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

社
会
を
変
革
す
る
材
料
を
、

高
速
か
つ
最
小
投
資
で
創
出

　

最
近
の
研
究
成
果
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

　

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
ラ
ー
ト
（
Ｐ

Ｅ
Ｔ
）
の
工
業
的
合
成
は
、
非
常
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
の
悪
い
高
温
真
空
プ
ロ
セ
ス

を
要
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
そ
の
工
業

触
媒
の
70
倍
の
活
性
を
有
す
る
固
体
触
媒

を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
リ
マ
ー
材
料
は
酸
化
劣
化
で

寿
命
を
迎
え
、
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
や
リ

ユ
ー
ス
性
の
向
上
に
は
十
分
な
寿
命
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
寿
命
を
１

個
測
る
実
験
に
は
１
週
間
か
ら
１
カ
月
を

要
し
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
有
機
物

や
高
分
子
の
酸
化
に
伴
う
化
学
発
光
を
捉

え
る
技
術
を
用
い
、
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト

評
価
が
で
き
る
化
学
発
光
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

装
置
を
開
発
。
通
常
の
寿
命
測
定
実
験
の

２
０
０
０
倍
速
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
新
規
材
料
の
寿
命
開
発
の
研

究
を
多
く
手
が
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

極
め
て
高
強
度
で
伸
縮
性
に
富
む
人
工
ク

モ
糸
に
つ
い
て
、
そ
の
脆
弱
性
の
改
良
に

向
け
た
劣
化
解
析
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
特

定
の
材
料
に
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
社
会
の
課
題
に
対
す
る
最
善
手
を
高

速
で
研
究
す
る
こ
と
。
社
会
に
役
立
つ
材

料
と
い
う
こ
と
を
特
に
意
識
し
て
お
り
、

ゆ
え
に
、
そ
の
出
口
が
絶
対
に
な
く
て
は

い
け
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
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